
















































































1) JUBの最初の 2章には Jaiminiya-BrahmaQ.a(=JB) 1. 66以降，特
にアグニシュトーマ部分(1.66-364)からの借用が多い1110JBのア
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章は， JUBの最初の2章と関係し，成立は JUBに遅れる13)0ChU 
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6) JUB 4.18-21 (=Kena.Upani和d) は最古の韻文ウパニシャツドの
一つであり(ただし後半は散文)， Isa・Upani号adと類似の詩句を含ん
でいて成立は早くとも BAU第四章以後である。
7) JUBの残りの部分 (4.22-28)は内容上 BAUの最後の2章， ChU 
の第五章， SaIlkhAの第九章以降に対応していて，プラーナに関する





























ラ (8世紀)の Kena-Upani号adに対する注釈は，当時における JUBの
伝承状況について貴重な情報を与えてくれる。彼は注釈を始めるにあたっ















































































2) 彼は1981年以降 Materialienzu den vedischen Schulenという表題なL、
し副題の論文を連続して発表している。最新のものに， Witzel 1987があ
る。
3) 辻直四郎 1948(1981)， pp. 319弘参照。カウトウマとラーナーヤニーヤ
は同系統の姉妹学派であるが，シャーティヤーヤナとジャイミニーヤは同
一学派の時代による別称である可能性が高い。
4) Renou 1953， p. 140， n. 3.ただし，彼は両者の対応を最初の2章に限り，
ChU 3-4と JUB3-4の関係を見落としている。
5) ChU 1.2 < JUB 2.10-11 (cf. Fujii 1989， p.100lf.); ChU 1.4 < JUB 
1.18; ChU 2.13.1-2 < JUB 2.2.9-10; ChU 2.22.1 < JUB 1.51.3-52; 
ChU 2.23.4 < JUB 1.10.3; ChU 3.16 < JUB 4.2; ChU 4.3 < JUB 
3.1-2 (cf. Luders 1916); ChU 4.16-17 < JUB 3.15-17 (cf.注14).
6) 本来の歌誌を ova 0 va 0 va hum bha 0 vaと単音の連続にかえて歌わ
れる。歌調を伴わないことから asarira.gayatrar肉体(=歌詞〉のない
ガーヤトラ」と呼ばれる。詳しくは Howard1983， pp. 315-325. 
7) Fujii 1984. Cf. Deshpande 1980; Bodewitz 1986?; Howard 1987. 
8) GobhGS 3.1.28; KhadGS 2ふ17;JGS 1.16. 
9) Parpola 1968， pp. 69-'-74.カウトウマ派のグリヒヤ・スートラの注釈書
は，aupani:fada.vrataに対して upani干adbrahma'l.a(~ ChU ?)を学ぶ





10) JUB冒頭の om論が ovaova. ・という a鈎パra・gayatraの実際
の形の上に組み立てられているのに対して (Bodewitz1986?; Fujii 
1987)， ChUの冒頭は酬の重要性を一般的に論じている。
11) JUB 1. 3.2 < JB 2. 420; JUB 1. 3. 4-5く JB1. 136; JUB 1. 8. 8f. < 
JB 1. 322 ;JUB 1.10.3，4 < JB 2.10; JUB 1.11.1 < JB 1. 88; JUB 
1. 18. 1-7 < JB 1. 283; JUB 1. 20. 3 < JB 1. 144. 
12) JB 1. 1-65とJUB第三章との前後関係は未確定。 Bodewitzは JUBを
後に見ている (1973，p. 1).; Cf. also Fujii 1987， p.1003f. 
13) .Fujii 1989， pp. 1001-1000. 
14) [Aitareya・Brahma早a(=AB)との関係]JUB 1. 5か58(天と地 saman
とrcの結婚〉は AB3.23をたぶん AV14.2.71をもとに拡張したも
の。 JUB3.4.4は AB6.15.5に基づいている。 JUB3.15-17 (プラフ
マン祭宮の職務〉の parallelpassagesは AB5.32-34; KB 6. 10-12 ; 
JB 1. 357-358， SB 11. 5. 8; ~B 1. 5. 1-9; ChU 4. 16-17; GB 1. 2. 24-
1. 3. 5に克られるが， ABがすべてのもとになっている (AB5.32. 1-33. 1 
> JB-SB-KB; AB 5.33.2-34.4 > JUB-~B-ChU-GB)o [Aitareya・
Ara早yaka(=AA)との関係]JUB 1. 9. 5-10. 1 (神聖な形容辞の列挙〉は
A互 5.3.2に一致。 JUB3.3.6-13 (インドラの蜜仙への教授〉は A互
2.2.3に parallelである (cf.AB 6.20; Saokh瓦1.6)σ 
15) カウシータキ派との関係は， SaokhA 1. 5; SaokhSS 17.15.10-12とほぼ
同一のマントラを載せる JUB3.4.5に初めて認められる (cf.Fujii 1989， 
p.999f.)。後代の Ka時U1. 2ff.は，カウシータキ派が再生説に関してジ
ャイミニーヤ派の影響を受けていたことを示している。
16) Cf.プラーナ説 3.1-2 < 1.60-2. 12 (Fujii 1989， pp. 1002-999)，天界
上昇説 3.11-14< 1.1-7 (次注参照)， asarira.gayatra 3.29-31; 3.38-
42 < 1.15-16 (F吋i1984， p.1123-22). 






19) 1Lhieme (1988)は，日常生活の心得や家庭儀式などを説く BAUの最後
の2章 (Khilq.katt4a)は本来，自ヤジュル・ヴェーグ全体の補遺として
最初期ウパニシャツド文献の成立と伝承 23 




20) Witzel 1987， pp. 185-193. 
21) 同様に，ヤジュル・ヴェーダ系ヴァージャサネーイン派との聞でも， ]UB 
第三章以降，地理的な関係に変動があったことが想像される。 Cf.説明文
22) Max Muller 1879， pp. lxxxixff.; cf. Parpola 1973， p.7. 
23) Deussenはシャンカヲの記述と Burnel1が報告する ]B写本の内容との
一致を指摘している(1897，p. 61 f.)。
24) Parpola 1968， p.48; cf. Raj且 1973，p. 316. 
25) on Brahmasutra 3.3.25.注釈文は，シャーティヤーヤナ派の ]UB4.1 
以下は Vl・dyaに関わる部分(すなわちウパニシャツド〉の近くに位置する
が，vidyaとは無関係であるというもの。ジャイミニーヤ派をシャーティ
ヤーヤナ派から派生した別学派とみる Witzelは， ]UBの Kena・Upani-
寺ad以下をジャイミニーヤ派の付加と考えるため，vidyaに関わる部分を
その前の ]UB4.11-17と解釈している(1977，p. 145)。しかし 4.11-17




26) on ]SS 1. 11 : Shastri 41， 16. gayatropani'iadとL、ぅ名称は ]UB4.1-17 
の次の末文に由来する:sai'ia sa(yayani gayatrasyopani・与adevam upasi・
tavya 4.17.2. 
27) ジャイミニーヤ派の歴史については， Parpola 1984， pp. 18-21. 
28) 例えばヤジュノレ・ヴェーダ系のカタ派では 8ukriya・vrataはアーラニ
ヤカ，aupani与ada-vrataはウバニシャツドの学習に対するものである
(Witzel 1977， pp. 140-141， 152-153)0 Cf. also Kane 1974， pp.370-373. 
29) E.g. ]UB 3. 38f. (cf. Fujii 1984).この事実はパヴァトラータによっても
証言されている (on]SS: Shastri 145， 29-30; cf. Fujii 1986， p. 14)。
30) ]SS 1. 11: Gaastra 13，5-6今 ]UB1. 22. 6. Cf. Fujii 1986， p. 9f. 
31) ]UB 1. 21. 9 on ]SS 1. 11: Shastri 41，25; ]UB l. 22. 3 on ]SS 1. 11 : 
40，24-25; ]UB 1. 22. 6 on ]SS 1. 11 : 40，23; ]UB l. 24. 3 on ]SS l. 11 : 
41，17-19; ]UB 1. 54. 3 on ]SS 1. 7: 30，18-20; ]UB 2.6.12 on ]SS 
24 
1. 24: 89，7; ]UB 2. 7. 1 on ]SS 1. 1: 4，7; ]UB 2.8.2 on ]SS 1. 1 : 
9，24-25; ]UB 3.16.1-2 on ]SS 1. 23: 84，14; ]UB 3.21. 2 on ]SS 1. 3: 
15，21; ]UB 3.38.10 on ]SS 1. 4: 21，24-22，1; ]UB 4.25.3 on ]SS 
Paryadhyaya: 341，11.同定のほとんどは A.Parpola博士が準備された
] aiminiya -Srau tasu traの校訂版〈未出版〉に負うている。
32) Sarma 1976， p.699参照。
33) Burnell以前の状況と彼の業績については， Parpola 1973， p. 6f. 
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